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代表的な意見 村長コメント

• 使用団体を公認し積極的な活動
を促す。

• ＰＲを強化し、活用の仕方を
知ってもらう。

• クーリングシェルターとしての
機能を強化する。

• 高齢者や障害者、遠方の地区か
らの交通アクセスの改善

⇒公平性を担保しながらどんな活動
ができるか考えていく。
HPから予約できるようにしたり予約
状況を見える化する
⇒県の予約システムの改修時期に合
わせ、オンライン予約の導入も検討
している。オンラインに不慣れな方
にも配慮して進めていく。

⇒ホームページやＳＮＳの活用も考
えていく。

⇒巡回バス導入等の試算はしている
が採算が難しいところ。

1 誰でも使える貸館施設としてのより良い活かし方は？



代表的な意見 村長のコメント

・フリーWi-FiやIT機器が充実する
と利用シーンも増えるのではない
か？

・テニスの壁打ちや、バーベキュー
施設などの充実。

・バスケットコートや囲碁将棋など
子どもでも使える設備を充実させる。

⇒予算の状況も踏まえて検討してい
く。

⇒各コミセンの地域の要望を踏まえ
て検討していく。

⇒子供が一人でいることで、事故や
トラブル発生時の責任問題が生じる
リスクはあるが、地域の要望を踏ま
えて、可能性を検討していく。

1 誰でも使える貸館施設としてのより良い活かし方は？



代表的な意見 村長のコメント

• マイナンバー関係や住民票の発行
といった役場の出張所機能

・お茶コーナーの充実

・児童クラブや子供向けのイベント
を企画開催し、子どもの利用を増や
す
・人口動態のような村の最新情報の
発信
・地域の名産品を売る販売機能

・トレーニングルームの新設

• 防災拠点、トラブル時の対応拠点
としての充実

⇒役場業務のデジタル化や人員配置
の可能性も踏まえて考えていく。
⇒民業の圧迫にならないような範囲
で何ができるか考えていく。

⇒他の子育て支援施設とのすみわけ
も踏まえて考えていく。

⇒方法を検討していく。

⇒地産地消の意味からどこまででき
るか考えていく。

⇒現状は個人向けのサービスはない
がどこまでできるか検討していく。
⇒地域の基幹避難所としての位置づ
けもあるので考えていく。

２ 地域の拠点施設としての新たな役割・使われ方は？
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